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　山岳域には、様々な起源をもつ池沼が点在しており、山岳生態系における重要なハビタットとしての役割を

担っていると考えられる。例えば、陸生生物にとっての水飲み場としての機能もあれば、水生昆虫類にとって

は貴重な生息ハビタットとしても利用されている。前述の通り、高山帯・亜高山帯の山岳池沼は多様な成因を

もつことが特徴で、成因ごとに池沼環境は大きく異なると予想される。環境の相違は生物相の相違にも直結す

ると考えられるため、池沼の成因や環境が多様であることは山岳域の生物多様性創出に寄与している可能性が

ある。しかし、特に高山帯における山岳池沼の生物相に関する知見は乏しく、池沼の環境と生物多様性の関係

に着目した研究はヨーロッパの高山岳域においては少数の研究事例があるものの、本邦においてはほとんど注

目されてこなかった。 

 

　中部山岳域には堰止池や氷河池、火口池が存在し、山岳池沼の生物多様性と環境の関係を究明する上での好

適地である。そこで本研究では、中部山岳域の上高地-槍・穂高連峰に注目し、水生昆虫相の調査と池沼環境そ

のものの関連性を追求した。調査の結果、得られたデータを比較・検討するとともにクラスター解析や

NMDS解析、CCA解析を試行した。その結果、水生昆虫相のパターンにより、この山岳域の池沼は大きく4グ

ループに区分された。このような水生昆虫相には標高や岸際の草本植物の現存量、池底の砂泥量などが影響し

ていることが明らかとなった。 

 

　加えて、同グループに類型化された池沼間では、互いに環境要因が類似している傾向がみられた。これらの

結果から、山岳池沼の水生昆虫相は池沼環境によって異なることが明らかとなり、多様な環境をもつ山岳池沼

は山岳域の生物多様性創出に重要な役割をもつ可能性がある。これら群集生態学的な解析に加え、本研究で

は、これらの山岳池沼に生息する水生昆虫類が、どの程度移動分散しているのか？ にも注目し、移動や分散の

方向性や強度などを種群ごとに検討するような遺伝子解析にも着手した。今回の発表では、その第一段階とし

て調査池沼において比較的数多く採集されたオンダケトビケラPseudostenophylax ondakensis、アミメトビ

ケラOligotricha fluvipes、マメゲンゴロウAgabus japonicus を対象にし、DNAバーコーディング領域

（mtDNA COI領域）の遺伝子解析を実施した。その結果、多くの種内系統が報告されているオンダケトビケラ

においては、調査対象とした池沼それぞれの系統を把握できたことに加え、今まで本地域（上高地・槍-穂高地

域）では未検出であった系統の存在が確認された。また、マメゲンゴロウにおいては、北海道や長野県他地域

と同系統の個体に加え、遺伝的には異なる系統の個体が一部の調査池沼に存在していることが明らかと

なった。
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